
笠間市監査委員告示第２号

地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき、財政援助団体等監査を実施し

たので、その結果を同条第９項の規定により次のとおり公表する。

令和６年２月２１日

笠間市監査委員 齋田 陽介

笠間市監査委員 苅谷 正

笠間市監査委員 飯田 正憲
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財政援助団体等監査報告書

第１ 監査の種類

地方自治法第１９９条第７項の規定による財政援助団体等監査

第２ 監査の対象及び範囲

公の施設指定管理者

監査の範囲

（１）公の施設の指定管理に関する事務全般

（２）令和４年度に執行された公の施設の管理に係る出納その他の事務

第３ 監査の着眼点及び実施内容等

監査については、笠間市監査基準にのっとり、提出を求めた監査資料に

基づき、指定管理者の選定、指定及び協定の締結等が適正に行われている

か、また指定管理者の管理運営業務が協定書、仕様書及び事業計画書等に

沿って実施されているか、また経理内容が適正妥当であるか、施設の管理

に係る出納その他の事務が適正に行われているかどうかを主眼として、１

月１７日に所管課及び１月２６日に指定管理者から説明を聴取し、関係諸

帳簿並びに証拠書類を監査した。

第４ 監査の結果

所管課が行った指定管理者の選定、指定及び協定の締結等の事務につい

ては、条例、規則及び指定管理者制度導入方針に沿った内容でおおむね適

切に処理されていることを確認した。

笠間市と特定非営利活動法人いばらきの魅力を伝える会との間で締結し

た「かさま歴史交流館井筒屋」の管理運営に関する基本協定書に定めると

ころに従っておおむね適正に管理、運営が行われているものと認められた。

対象団体 公 の 施 設
令和４年度

指定管理料
所管課

特定非営利活動法

人いばらきの魅力

を伝える会

かさま歴史交流館井筒屋 17,950,000円 観光課
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第５ 監査の概要

団 体 名：特定非営利活動法人いばらきの魅力を伝える会

所管部課：産業経済部 観光課

（１）施設の概要

ア 名 称 かさま歴史交流館井筒屋

イ 位 置 笠間市笠間９８７番地

ウ 施設の概要等

敷地面積 １，２５７㎡

施 設 木造３階建２３６．０５㎡

観光インフォメーション 歴史展示コーナー

会議室 交流広場 駐車場

（２）指定管理の内容

ア 指定期間 令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで

（５年間）

イ 指定管理料 １７，９５０，０００円（令和４年度）

（３）指定管理者の概要

特定非営利活動法人いばらきの魅力を伝える会は、東日本大震災によ

り被害を受けた笠間焼の復興支援や食のPR等のイベント開催並びに東京

銀座でのいばらきのアンテナショップ立ち上げを契機に、平成２４年５

月に設立された。同法人は、「笠間の家」、「笠間市地域交流センター

トモア」などの指定管理事業を行うほか、「筑波海軍航空隊記念館」、

「笠間市フイルムコミッション」など、笠間市や茨城県の観光振興及び

まちづくりの推進に寄与することを目的として「地域の食と文化・歴

史」を発信している。

（４）監査結果

「かさま歴史交流館井筒屋」は、笠間市の歴史及び観光情報の発信並

びに、市民や観光客等の交流促進による地域活性化の推進を図ることを

目的に設置され、施設自体が明治時代中期建築・木造３階建の貴重な建

築財産であることを理解し、施設の維持・保全に努めるとともに、市民
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が幅広く利用できるよう管理運営を行うことを基本方針としている。

令和４年度の指定管理においても、利用者の声を活かした施設運営に

取り組み、利用者のアンケートを実施し、利用者のニーズや満足度など

の把握に努められた。

自主事業や協力事業で、つるし雛、落語、コンサート、安達ハウスビ

アガーデン、街コンinかさまきつねの祭典、菊まつりなどのイベントを

実施した。

さらに、観光拠点として、笠間城を登城するスタンプラリーを実施す

るほか、観光客に対し観光スポットや特産品の魅力を紹介するとともに、

市内関連施設案内など施設の利用促進と利用者へのサービスの向上にも

寄与された。

また、歴史的建造物の維持管理のほか、コロナ禍での感染対策や、防

災訓練を実施するなど適正な管理運営に努めていると認められた。

来館者は目標値である７０，０００人を超え９３，２２９人となって

いる。

令和４年度の事業の収支状況については、収入は１７，９５０千円の

指定管理料のほか、利用料金収入など全体で２４，８６０千円、支出は

２５，４９１千円で、６３１千円の赤字となっている。

（５）今後の方向

かさま歴史交流館井筒屋の管理運営にあたっては、市外からより多く

の集客を図るため、情報発信機能の強化が求められる。そのためには、

笠間の魅力あるコンテンツを数多く発掘し、収集し、及び創り出す必要

があるとともに、同施設の充実やインパクトのあるイベントの開催が必

要である。

指定管理者である特定非営利活動法人いばらきの魅力を伝える会にお

いては、これまで、同施設に有能な人材を配置し、笠間らしいカフェの

運営や土産品の開発・販売を行うほか、多彩なイベントを開催すること

などにより、来館者の増加を図ってきていることは評価したい。

今後は、来訪者のニーズや観光トレンドを把握しながら、市当局や地

元商工業者等との連携をさらに深めるとともに、外部の専門家の意見を

取り入れながら、新たなイベントなどの集客事業を展開することにより、
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来館者はもとより、門前通り等の周遊人口の増加に努められたい。

また、現在のところ、賑わいづくりの対象としては、門前通りがメイ

ンになっているが、同施設が笠間全体の観光拠点としての役割を有して

いることから、例えば、笠間駅から笠間稲荷に至るまでの賑わいを創出

するなど、賑わいのエリアの拡大を図る方策についても関係者と議論を

していく必要があると考える。

一方、笠間市民や観光客等との交流促進については、歴史、文化、芸

術、地域づくり、地場産業など様々な分野において、市民の自発的で自

由な発想や活動が生まれるような仕掛け作りやサポートを推進されたい。

さらに、指定管理料は１７，９５０千円であるが、収益の確保と経費の

一層の節減により、指定管理料の縮減に努められたい。


